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例えば､ある質量分布に対し､測度として半径 r 内 の 質 量 〟 (㍗)を考える｡〟(㍗)
は質量中心からの距離 rに依存し､M(r)∝rDJが 成 り立 つ とす る ｡このとき密度p(r)
は､
p(r)-M(r)/rd∝rDJ-d
となる｡フラクタルでない通常の場合は M(r)∝rdで あ る か ら ､ 密度は
p(r)-M(r)/rd-const.
(1･5)
となり､-定借になる｡このことはp≡1/ad-consi.な る 系 を特徴づける長さスケー






























































































F,･血 L=E-TS- Fo+ 371r2











































































































































































































































































∂P(I,i) n∂2p(I,i)=D∂t ~ ∂x2
1
p(3,i)-誘 扇e一義



























･D誓 許 ユニ壁雛 において､tを入日こすることは､xをgJTにすることと等価であることにも
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る｡すなわちDebyeの状態密 度 が 有 限 サ イ ズ ､･ス ケ ー リ ン グ の考え方で簡単に (多分

























































れらが互いにバネ定数 ∬ のバネで結ばれていると考える｡ このような系に振動を与
えたとき､各質点の平衡位置からの変位をxl,…等とする｡このときxlに関する運動
方程式は､




詔 ∬1- ∑ (x1-36)6
となる｡以下､LU2/LJ.2を人とおきかえる｡具体的にxlについての方程式を書くと
入xl=431-32-X3-X2-X3 (7.45)
であるから､
(A-4)31+x2+x3- -X2- X3
-46-
(7.46)
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と書き直せる｡同様にして､x2,33に関する方程式は､
xl+(A-4)x2+33- -X3-XI
xl+x2+(A-4)33- -X1-x2
である｡以上､(7･46)-(7.48)より
x2+33--2(入14)Xl+(A-6)(x2+X3)
(A-2)(A-5)
(7･47)
∫(7.48)
(7.49)
を得る｡更に､Xl≡Zlであることに注意して zl- Z3について同様の方程式を書き
下すことにより､
Z2+Z3--2(A-4)Zl+(A-6)(Z2+Z3)
(A-2)(A-5)
が得られる.一方､xlに関する運動方程式は､
人X1-4X1-(x2+x3+Z2+23)
である｡(7.49)､(7.50)を (7.51)に代入すると､
-(A-4)(A-1)X1--(x2+X3+Z2+Z3)
(7.50)
(7.51)
(7･52)
となる｡つまり､Xlに関する運動方程式がすべて大文字のX とZで表示できた.こ
れはSierpinskiGaBketをスケールを2倍にしてみたときの質点xlの運動方程式に
なっている｡ここで新たな固有値 入′を
I'-4--(A-4)(A-1) (7.53)
と考えると(7.52)式は (7.46)式に対応する｡入′をくりこまれた固有値という｡(7.53)
式より入'-A(5-A)という関係があることがわかる｡ここで､5は空間次元と関係し､
一般にd次元では､
l'=l(d+311)
と表される｡人をWに書き換えると
Ll12-W2･-L=T
wg w.2
低振動数W2/W.?≪ 1の場合には､
(d･31諾)
J2-W2(a+3)
(7.54)
(7･55)
(7.56)
つまり､W'>Wになることがわかる｡分散関係 △W(L)∝L-aを仮定し､｡を求めて
みよう｡
△W(L/a)∝ba△W(L)
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(7.57)
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である.低振動数では､Aw～Wと考えてよいからW(L/a)-W'とすれば
u12∝ b2aw2
という関係が得られる｡これを (7.56)と比較すれば
b2a=d+3
となる｡従って､
α=lm(d+3)
2hb
(7･58)
のように分散関係を表す指数 αが求められた｡
｡ ≡ βJ/葺であったから､これより丘を求めることもできる｡SierpinskiGasket
の場合､第-章よりDj-ln(d+1)/lnbであるから
dj2in(d+i)
ln(d+3)
<2 (7･59)
と厳密に求められる｡
d～<2であるので､Sierpinskigasketのような ｢規則的｣構造でも次元dによらず
すべての鹿超が局在することに注意｡
第 8章
おわりに
フラクタル構造のダイナミクスの開港点を分かりやすく説明してきた｡5日間の
特別帯義の時間内では､残念ながらパーコレーション反強磁性体のダイナミクスの開
港にふれることができなかった (講義ノートは作っておいたのですが)｡以下にその
要点だけを記しておく｡第4草で示したように､多くの物理系を拡散問題と同じユニ
バーサリティ･クラスに属する問題として解くことができた｡しかし反強磁性の場合
だけは､(4.19)と(4.20)を比較すれば分かるように方程式が異なっている｡すなわち
反強磁性フラクトンは拡散問題とは全く違うユニバーサリティー ･クラスに属するこ
とになる｡この間寛に対して最近大きな発展があった｡これについては､我々の稔合
報告 【8]を参考にしていただきたい｡
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